
変更前 変更後
小学校 20,470円 40,650円
中学校 23,550円 47,460円

福
田
市
長
は
、

米
軍
再
編
問
題
に

対
し
て
、
「
こ
れ

以
上
の
負
担
増
は

認
め
ら
れ
な
い
」

「
普
天
間
基
地
移

設
の
見
通
し
が
立

た
な
い
う
ち
に
、

厚
木
基
地
の
空
母

艦
載
機
の
移
駐
の

み
切
り
離
し
て
進

め
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
い

う
基
本
ス
タ
ン
ス
を
堅
持

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
２
月
５
日
の
菅

官
房
長
官
と
の
会
談
後
、

記
者
の
「
辺
野
古
で
最
高

裁
判
決
が
出
た
こ
と
で
、

も
う
め
ど
が
立
っ
た
と
、

国
と
同
じ

よ
う
に
理

解
し
て
い

る
の
か
」

と
い
う
質

問

に

、

「
目
途
が

立
っ
て
い
な
い
と
は
言
え

な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

大
西
議
員
は
、
そ
の
判

断
の
理
由
を
尋
ね
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
高
等
裁
判

所
よ
り
和
解
案
が
示
さ
れ
、

平
成
２
８
年
３
月
和
解
が

成
立
。
１
２
月
２
７
日
、

国
は
移
設
工
事
を
再
開
し
、

政
府
と
し
て
辺
野
古
へ
の

移
設
工
事
を
着
実
に
推
進

し
て
い
る
、
と
の
発
言
が

あ
っ
た
」
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。

し
か
し
沖
縄
県
で
は
、

翁
長
知
事
を
先
頭
に
、
オ
ー

ル
沖
縄
が
「
辺
野
古
新
基

地
は
絶
対
に
つ
く
ら
せ
な

い
」
と
、
島
ぐ
る
み
の
運

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

県
知
事
は
、
「
工
事
差

し
止
め
訴
訟
」
の
提
起
や
、

「
漁
業
調
整
規
制
に
基
づ

く
告
発
」
等
を
検
討
し
て

お
り
、
大
西
議
員
は
「
普

天
間
基
地
の
移
設
の
目
途

が
立
っ
た
な
ど
と
は
、
と

て
も
言
え
な
い
状
況
だ
」

と
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

入
学
準
備
金
が

２
倍
に
！

平
成
２
９
年
度
の
就
学

援
助
の
受
給
者
の
う
ち
、

新
入
学
は
、
小
学
校
９
９

人
、
中
学
校
１
１
９
人
を

想
定
。

入
学
時
に
は
、
制
服
や

通
学
カ
バ
ン
、
体
操
服
な

ど
出
費
が
か
さ
み
、
入
学

準
備
金
だ

け
で
は
足

り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党

は
、
実
態
と
か

け
離
れ
て
い
る

入
学
準
備
金
の

増
額
を
要
求
し

て
国
会
で
奮
闘

し
、
下
表
の
よ

う
に
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

大
西
議
員
は

こ
の
こ
と
を
紹
介
し
、

「
岩
国
市
も
新
年
度
か
ら

実
施
を
」
と
要
求
し
、
実

現
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

入
学
準
備
金
を

３
月
支
給
に

「
入
学
準
備
金
」
な
の

に
、
実
際
の
支
給
は
６
月

で
す
。
こ
れ
で
は
準
備
金

に
な
り
ま
せ
ん
。

「
実
際
に
お
金
が
必
要

な
入
学
前
に
支
給
し
て
！
」

と
い
う
声
が
全
国
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。

「
岩
国
市
で
も
３
月
支

給
を
」
と
要
求
し
、
「
来

年
度
か
ら
３
月
支
給
に
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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「
普
天
間
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

と
は
言
え
な
い
」
と
の
判
断
に
つ
い
て

岩
国
基
地
に
は
２
０
１

７
年
に
Ｆ
３
５
Ｂ
ス
テ
ル

ス
戦
闘
機
が
配
備
さ
れ
、

２
月
に
は
Ｅ
２
Ｄ
早
期
警

戒
機
が
配
備
前
訓
練
と
称

し
て
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
母
艦
載
機
６
１
機
配

備
さ
れ
れ
ば
、
米
軍
機
１

３
０
機
、
自
衛
隊
機
を
合

わ
せ
れ
ば
１
６
０
機
と
極

東
最
大
の
基
地
と
な
り
、

世
界
へ
の
「
殴
り
込
み
部

隊
」
の
一
大
拠
点
基
地
に

な
り
ま
す
。

そ
の
上
Ｆ
１
８
戦
闘
攻

撃
機
と
Ｅ
Ａ
１
８
Ｇ
グ
ラ

ウ
ラ
ー
電
子
攻
撃
機
な
ど

の
本
格
的
な
整
備
・
修
理

が
可
能
な
整
備
拠
点
が
で

き
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

岩
国
市
は
「
今
以
上
の

基
地
強
化
は
認
め
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
戦
争

法
の
下
、
空
母
艦
載
機
や

Ｆ
３
５
Ｂ
等
が
、
岩
国
基

地
で
整
備
か
ら
軍
事
作
戦

出
撃
ま
で
可
能
と
な
り
、

拠
点
基
地
と
し
て
大
き
く

変
質
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
日
米
両

政
府
に
抗
議
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

今
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に

航
空
機
騒
音
が
増
大
す
る

こ
と
を
指
摘
し
、
苦
情
の

集
約
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

大西議員の一般質問

岩
国
基
地
に
艦
載
機
す
べ
て
の
整
備
拠
点

移
転
後
、
政
府
の
説
明
変
化

山
田
議
員
は
、
基
地
問
題
、
道
路
問
題
、
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
建
設
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
町
藤
生
線
（
７
．

６
㎞
）
は
、
昭
和
１
５
年

に
都
市
計
画
路
線
と
さ
れ

て
か
ら
７
７
年
も
経
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
進
捗
状

況
を
質
し
ま
し
た
。

市
は
「
基
地
正
門
か
ら

約
５
０
ｍ
の
民
間
用
地
を

買
収
し
、
着
手
す
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

灘
地
区
の
道
路
問
題

灘
地
区
は
、
瀬
戸
内
海

と
山
に
囲
ま
れ
平
地
が
少

な
く
、
生
活
道
路
は
急
こ

う
配
で
狭
隘
な
道
路
が
多

く
、
日
常
生
活
に
お
い
て

も
車
の
離
合
が
困
難
（
救

急
車
・
消
防
車
・
介
護
者

の
送
迎
）
を
き
た
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
解
決

を
求
め
ま
し
た
。

市
は
「
順
次
整
備
す
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

産
廃
処
理
場
に

つ
い
て

「
山
口
県
報
」
で
、
六

呂
師
の
山
中
に
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
が
建
設
さ

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
埋
め
立
て

開
始
後
の
管
理
基
準
と
し

て
、
年
１
回
以
上
の
地
下

水
検
査
、
５
年
以
内
に
定

期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
と
し
ま
し
た
。

道
路
問
題
に
つ
い
て

就
学
援
助
制
度
の
改
善
を
!



施
政
方
針
で
、
４
０
年

後
の
人
口
は
１
０
万
人
と

の
予
想
値
が
示
さ
れ
た
の

で
小
川
議
員
は
克
服
方
策

を
質
し
ま
し
た
。

小
川

人
口
は
自
然
現

象
で
な
く
政
治
の
到
達
点

で
、
将
来
人
口
は
今
後
の

課
題
。
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
施
策
展
開
で
き
る

デ
ー
タ
は
あ
る
の
か
。

答
弁

対
策
に
は
、
状

況
詳
細
分
析
が
必
要
で
、

旧
市
町
村
単
位
の
資
料
を

作
成
中
。
完
成
後
は
各
部

署
で
情
報
共
有
し
、
地
域

に
応
じ
た
施
策
を
検
討
す

る
。小

川

リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
は
、
経
済
効
果
が

高
い
の
で
継
続
事
業
に
す

べ
き
だ
。

答
弁

実
施
時
期
等
は

商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携

し
て
検
討
し
た
い
。

小
川

農
林
業
振
興
が

な
け
れ
ば
人
口
減
少
は
止

ま
ら
な
い
、
ど
う
支
援
す

る
の
か
。

答
弁

担
い
手
の
確
保

な
ど
農
業
者
に
寄
り
添
う

施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

地
域
で
の
話
し
合
い
活
動

を
進
め
、
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
農
地
中
間
管
理
機
構

の
農
地
集
積
も
進
め
た
い
。

小
川

子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
は
、
人
口
増
を

め
ざ
す
よ
う
改
善
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁

２
９
年
度
末
を

見
据
え
て
計
画
を
見
直
す
。

子
育
て
家
庭
の
経
済
負
担

を
軽
減
し
た
い
。

新
玖
珂
小
学
校

の
学
習
環
境
は

万
全
か

小
川

玖
珂
地
域
の
小

学
校
統
合
で
、
引
っ
越
し

作
業
は
新
学
期
に
支
障
は

な
い
か
。
ま
た
、
新
年
度

の
学
校
運
営
に
関
し
て
、

各
学
年
や
支
援
学
級
で
は
、

ク
ラ
ス
編
成
、
教
師
数
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

運
動
会
や
プ
ー
ル
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
弁

引
っ
越
し
は
年

度
内
に
完
了
す
る
。
新
学

期
は
、
３
年
生
が
４
ク
ラ

ス
な
る
他
は
３
ク
ラ
ス
編

成
。
特
別
支
援
学
級
は
４

ク
ラ
ス
。
５
月
の
運
動
会

以
後
に
仮
設
校
舎
や
旧
校

舎
を
解
体
す
る
。
プ
ー
ル

は
３
０
年
度
に
建
設
す
る

が
、
完
成
ま
で
は
中
央
小

の
プ
ー
ル
を
使
う
。

６
月
の
給
料
か

ら
住
民
税
を
天
引

き
す
る
た
め
に
市

町
村
は
、
各
事
業

者
へ
従
業
員
の
税

額
が
記
載
さ
れ
た

決
定
通
知
書
を
送

り
ま
す
。

そ
の
通
知
書
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
普
及
の
た

め
に
、
今
年
５
月
か
ら
番

号
記
入
欄
が
設
け
ら
れ
、

総
務
省
は
自
治
体
向
け
通

知
等
で
、
番
号
を
記
載
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
通
知
書
に
個

人
番
号
を
記
載
し
郵
送
す

る
こ
と
で
、
重
大
な
個
人

情
報
の
大
量
漏
洩
が
危
ぶ

ま
れ
ま
す
。
事
業
所
へ
の

通
知
書
に
個
人
番
号
を
記

載
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し

た
。市

長
は
、
「
総
務
省
令

で
定
め
ら
れ
た
様
式
で
は
、

各
納
税
義
務
者
の
個
人
番

号
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
本
市
で
も
個

人
番
号
を
記
載
す
る
予
定
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
通
り
郵

送
に
つ
い
て
も
普
通
郵
便

で
行
う
」
と
、
国
い
い
な

り
の
回
答
し
ま
し
た
。

読
書
推
進
委
員

に
つ
い
て

「
岩
国
市
総
合
計
画
」

で
も
示
さ
れ
た
読
書
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

児
童
や
生
徒
の
読
書
活
動

を
応
援
す
る
推
進
委
員
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

校
図
書
室
を
子
ど
も
達
が

利
用
し
や
す
く
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
協

力
し
、
小
学
校
１
年
生
の

１
５
分
間
の
朝
の
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
市

は
、
読
書
活
動
推
進
員
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
計
画

を
立
て
て
い
る
か
を
尋
ね

ま
し
た
。

市
は
「
今
年
度
１
人
増

員
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

愛
宕
山
運
動
施

設
エ
リ
ア
に
つ

い
て

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
が
出
来

る
東
屋
が
１
２
ヶ
所
も
あ

り
、
飲
酒
も
可
能
と
の
こ

と
で
す
。
米
兵
犯
罪
は
飲

酒
に
起
因
す
る
も
の
が
多

く
、
安
全
安
心
を
考
え
る

な
ら
、
周
辺
に
交
番
設
置

の
要
望
が
よ
せ
ら
れ
て
お

り
、
対
応
を
尋
ね
ま
し
た
。

市
長
の
答
弁
は
「
そ
の

よ
う
な
要
望
は
聞
い
て
い

な
い
」
と
、
冷
た
い
も
の

で
し
た
。
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人
口
減
少
は
政
治
の
責
任
!

地
域
振
興
が
カ
ギ

小
川
議
員
の
一
般
質
問

坪田議員の一般質問

「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」
へ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
つ
い
て

新
年
度
一

般
会
計
予
算

の
収
入
構
成

率
は
、
市
税

収
入
と
地
方

交
付
税
は
合

併
後
最
低
、

基
地
関
連
補

助
金
は
１
１

４
億
円
を
超

え
て
収
入
の

１
５
・
4
％

に
達
し
、
基

地
補
助
金
依

存
を
強
め
ま

し
た
。
（
以
下
、
特
記
の

な
い
比
較
は
合
併
時
比
）

市
税
は
前
年
よ
り
０
・

8
％
減
少
し
、
自
主
財
源

比
率
３
２
・
３
％
は
類
似

団
体
の
約
５
０
％
に
比
べ
、

異
常
な
低
さ
で
す
。

支
出
で
は
職
員
の
人
件

費
が
最
低
、
普
通
建
設
事

業
費
は
最
高
、
福
祉
を
支

え
る
扶
助
費
は
7
年
前
か

ら
減
少
傾
向
で
す
。

農
林
水
産
費
と
教
育
費

は
構
成
比
率
が
最
低
、
民

生
費
の
率
は
最
近
7
年
間

で
最
低
、
農
林
水
産
費
は

10
年
前
の
6
割
で
す
。

な
お
、
２
０
０
億
円
を

超
え
る
普
通
建
設
事
業
費

の
主
な
内
容
は
、
ゴ
ミ
焼

却
場
建
設
５
７
・
9
億
円
、

岩
国
駅
改
良
工
事
２
７
・

7
億
円
、
市
民
館
改
修
２

３
・
3
億
円
、
周
東
・
玖

珂
新
庁
舎
建
設
６
・
4
億

円
等
で
す
。

基
地
依
存
が
強
く
、

独
自
の
活
力
失
う
予

算
案
に
は
反
対

本
来
地
方
自
治
は
市
民

の
願
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
矛
盾
や
課
題
の

解
決
に
正
面
か
ら
向
き
合

う
べ
き
で
す
。

し
か
し
新
年
度
予
算
案

は
基
地
補
助
金
へ
の
依
存

を
強
め
、
岩
国
市
の
経
済

的
活
力
の
衰
退
が
深
刻
な

の
に
、
総
合
的
な
対
策
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘

し
て
、
日
本
共
産
党
市
議

団
は
新
年
度
一
般
会
計
予

算
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

合併後最高の７３９億円
一般会計、自主財源低下が深刻


